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このたびの台風19号および
大雨により被害を受けられた皆さまに、
心よりお見舞い申し上げます。

謹んで台風大雨災害の
お見舞いを申し上げます

令和元年11月
公益社団法人郡山法人会
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税務署ニュース



税のミニ通信「相続という煩雑なるもの」と税理士

東北税理士会郡山支部
税理士 深澤 広守

が死亡した後の日常を想像してみたことはありますか？
親がいなくなった世界での家族の付き合いを想像してみたことありますか？

親の死やそれに伴う「相続という煩雑なるもの」から目を背けたくなるのは当然で
す。
平穏な日常が変わること、大切な人がいなくなること、そして難しそうな問題に巻き

込まれることなど…誰もが避けたいと考えるはずです。
でも親の死は、いつか必ずやって来ます。それは避けられません。
すると、これまで平穏だった日常は一変。親の存在により均衡を保っていた家族関係

も親の死を機に変化が始まり、ときにはこれまでのわだかまりが一気に噴出し、少なか
らず争う可能性すらあります。
いずれにしても親の死と「相続という煩雑なるもの」は、誰にでも起こり得るやむをえない問題なのです。

続に伴う煩雑な問題は大きく二つに大別できます。
一つ目は、親の死亡後、相続人間で発生する遺産分割の争いです。

「相続の争いはお金持ちの話でしょう」「うちにはそんな大した財産はない」と思うかもしれませんが、遺産
争いで裁判になる場合の４分の３は、遺産額５０００万円以下が占めています。つまり、相続にからむトラブル
は、むしろ遺産が少ない場合に起こりやすいといえます。
また、相続を円満に終えるには、親子や家族間での信頼関係が最も重要ですが、想定されるトラブルの「火
種」に事前に対処しておくこともとても大切なことといえます。

イ. 財産のほとんどが農地や建物であり、宅地は自宅まわりのみ。預金は多くない。
ロ. マイナスの財産といえる借金が多額に残っている。
ハ. 音信不通や海外居住の兄弟がおり、連絡を取ることが難しい。
ニ. そのほかに、妻が先に亡くなってしまったケース。子供のいない夫婦のケース、前妻との間の子供がい

るケース。などが「火種」の一例と考えられます。

続に関する問題二つ目は、相続税です。
相続税の話は難解でよく分からない。対策しようにもさっぱり見当が付かない。

でも、「税務署に行けば手取り足取り教えてくれるだろう」などと思っていませんか。相続税がそんなに簡
単なものならこんなに世間を騒がせているはずがありません。
大事なことは、相続税の対策は短期間でできるものではないということです。

れらの問題も含め、相続に対する準備や対策は、事前にほんの一歩だけでも覗いてみる勇気が必要で
あると言えます。

私たち税理士という職業は、税金のことだけと思われがちですが、実は相続の準備や火種対策などから始
まり、遺言書作成や遺産の分割の助言、相続税の申告や納付そして納税資金の相談や税務署対応までを含
めた「相続のほとんど」の業務に対応できる実務家です。
そして「相続という煩雑はんざつなるもの」を少しでも考えてみようとする皆様の良き相談相手となるこ

とに間違いありません。
まず、そのはじめの一歩を税理士と共に踏み出してみることを是非おすすめいたします。
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　１０月８日、会員拡大全体会議を郡山ビューホテルアネックスで開催した。
　議事では、会員拡大推進方法について話し合い、前年度対比純増を目指し、役員一人一社以上、入会の要請を
することとした。また、個人だけでなく各支部、青年部会、女性部会、福利厚生制度受託会社による組織的な拡大施策
も取り入れた。その他、新設法人へのダイレクトメール送付や金融機関へ協力をお願いするほか、入会マニュアルを
新たに作成し、入会促進に活用していく。

会員拡大全体会議 開催会員拡大全体会議 開催

　１０月１６日、熱海町の磐梯熱海温泉ホテル華の湯において、福島県法人会
連合会女性部会連絡協議会 第１９回会員研修会「郡山大会」が開催された。
　第１部の講演会は、福聚寺住職・作家の玄侑宗久氏を講師に迎え「令和の
鶴と亀」と題し講演いただき、女性部会員・一般市民約１６０名が聴講した。
　第２部式典では、県法連女性部会連絡協議会 阿部尋子会長が挨拶し
福島県法人会連合会女性部会連絡協議会 設立２０周年記念として、「小学生
の税に関する絵はがきコンクール」のパネルとトロフィーを作成すること
を報告した。続いて県法連 猪狩正明会長が挨拶をした。
　公務ご多忙の中ご参加いただいたご来賓を代表して、郡山税務署長 田中浩幸様、福島県中地方振興局次長 菅野
俊彦様よりご祝辞を賜った。
　第３部の懇親会。開宴のことばに続き、郡山出身のシンガー 千年さとみ氏が「千年の杜～あなたへの愛～」手話
を交えて一曲披露。会場の皆様は、心癒される歌詞と優しいメロディー、澄み切った歌声に魅了された。
　乾杯の後は、他法人会のメンバーと和やかに親睦・交流をは
かっていた。
　開催直前の台風１９号による甚大な被害のある中にもかかわ
らず、福島県内法人会の女性部会員約１３０名に参加いただき、
第２０回 会員研修会「白河大会」へと繋げることが出来た。

福島県法人会連合会 女性部会連絡協議会
第１９回 会員研修会「郡山大会」開催
福島県法人会連合会 女性部会連絡協議会
第１９回 会員研修会「郡山大会」開催

　秋晴れの下、参加者１５名は郡山を出発し、まずはおばあちゃんの原宿・巣鴨へ。巣鴨地蔵通り商店街を散策し、
昼食をとった後に今回のメイン視察、国立印刷局へ向かった。
　印刷局東京工場では、日本銀行券（お札）、収入印紙、その他諸証券類や官報などを製造している。一行は予約
確認や手荷物検査の手続きを経て、工場敷地内へ。
　はじめに、お札の歴史や製造、偽造防止にまつわるお話し等の説明ビデオを視聴した。そしていよいよ、お待ち
かねのお札工場見学。印刷棟に入った瞬間から、ん？何の匂いだろう？ そう、お金（お札）の匂いがします！ これは
紙とインクが入りまじった匂いだそうです。大きく深呼吸したら、全身にお札が張り付いた感覚に！また、タイミング
良く大きな紙に印刷された、一万円の束や、裁断前の一万円札を検品する工程を見ることが出来ました。皆さん
ガラス越しに食い入るように凝視し、あっという間の９０分間でした。
　翌日は、日本の台所とも呼ばれる豊洲市場へ。マグロをはじめとする水産物や青果の”流通の要”である。マグロ
のセリが行われる水産卸売場棟の見学者通路窓から見下ろすと、セリが終わった後でしたが、多くのマグロが並
んでいる所を見ることができた。その後水産仲卸売場棟、青果棟を見学し最後の視察先、安藤百福発明記念館・
カップヌードルミュージアムへ移動した。
　1958年にインスタントラーメンの歴史が始まりました。インスタントラーメンヒストリーキューブでは、歴代の
インスタントラーメンが時系列で並べられています。懐かしいカップ麺のパッケージを見るとその当時の自分を
思い出します。
　続いて、安藤百福氏のクリエイティブな発想、最後まであきらめない執念が即席めんの開発に繋がったことや、
それからカップラーメンへと続き、一代で日清食品という企業を作り上げた功績を学びました。
　最後に世界に一つだけのカップヌードルを作成。容器に絵を描いたり、色を付けたりしたものに、スープ・具材を
選んでオリジナルのMyカップヌードルを作りました。
　なかなか見られない視察先と合わせ、貴重な情報交換の場となり、あっという間の有意義な二日間でした。

経営塾 第3回 例会「視察研修会」を実施しました経営塾 第3回 例会「視察研修会」を実施しました

玄侑宗久氏

女連協会員研修会式典

マイカップヌードル作成

国立印刷局資料見学 一億円の重さを体験

豊洲市場 カップヌードルミュージアム

国立印刷局

女 性 部 会
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　１０月１０日、「労務業務の基本と
実務」セミナーを郡山法人会館で
開催した。毎回好評の1日セミナー
であり、２０名が受講した。
　講義では、労務業務の役割や労
務管理の基本内容、押さえておく
べきポイントについて解説した。
　また、１０月１５日、「消費税軽減税率制度説明会」を郡山市労働福祉会館で開催し、軽減税率制度の概要や「区分
経理（記帳）」から「消費税申告書の作成」までの基本的な流れを説明した。参加者は真剣にメモをとり、終了後も
個別に相談・質問し対応につとめた。

各種セミナー開催各種セミナー開催

　１０月２５日、郡山ビューホテルにおいて、福島県法人会連合会青年部会
連絡協議会第２７回会員研修会「郡山大会」が開催された。
　第１部の講演会は、㈱岩谷技研の岩谷圭介氏を講師に迎え、「やってみる」
から、はじめよう ～風船で目指す新しい宇宙開発～ と題し、巨大風船を
用いた宇宙映像の撮影の取り組みなどについて講演いただき、青年部会
員・一般市民約１２０名が参加した。
　第２部の式典では、県法連青年部会連絡協議会堀田会長が主催者挨拶、
郡山法人会青年部会山口部会長が歓迎の挨拶をした。また、公務ご多忙
の中ご参加いただいたご来賓を代表して、郡山税務署長 田中浩幸様、福島県県中地方振興局県税部長 昆雅明様
よりご祝辞を賜った。
　第３部の懇親会では、アトラクションとして、郡山名物を使った早食い大会が行われ、各単位会の代表３名の
ほか、来賓の方々にもご参加いただき、郡山の食を存分に味わっていただいた。最後に福島ファイヤーボンズ
チアリーダー「レイグリッターズ」による華やかなパフォーマンスで会場は大いに盛り上がり幕を閉じた。

福島県法人会連合会 青年部会連絡協議会
第２７回 会員研修会「郡山大会」開催
福島県法人会連合会 青年部会連絡協議会
第２７回 会員研修会「郡山大会」開催

労務業務セミナー 消費税軽減税率説明会

岩谷圭介氏

青連協会員研修会「郡山大会」

青 年 部 会


